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論文内容の要旨

重粒子と擬スカラー中間子は，それぞれ三次元特殊ユニタリ一群の 8 次元既約表現として表わされ

る。これらの粒子の軽粒子的崩壊は，故近， S U(3)対称性の立場から分析され， F型のベクトノレ流，

F型と D型の擬ベクトノレ流で、もって，定量的にかなりよく説明されることが Cabibbo によって示さ

れた。しかし， (流れ) x (流れ)型相互作用の凡地に立って，非!峰粒子的崩壊を Cabibbo の 8 次

元表現の流れから，定量的に説明することは非常に困難である口

そこで，我々は， Cabibbo とは辺に，非軽粒子的崩壊を取扱う立易から，弱い相互作用の流れを

S U(3)対称性の枠内で再検討してみる口崩壊戸+→nπ+ を説明するためには， 8 次元表現以上の既

約表現の流れが必要なように思われる。又，ベクトノレ流は純粋な F型であり，擬ベクトノレ流は主にD

型であるという Cabibbo 理論の結論は， R変換に対する弱い相互作用の流れの性質を反映している

ものと考えることができるO 以上の点を考慮し，我々は，ベータ崩壊の場合の「定まったGノマリティ

ー」との類推から，弱い相互作用の流れに対して， I定まった Rパリティー」の仮定を採用する。

即ち

RViμR-l 二 - Viμ， RAiμR-l=Aip. 

(i は S U(3)の既約表現を示す)

この仮定から，ベクトノレ流に対しては F型が，擬ベクトノレ流に対しては D型と 27次元表現の流れが許

される。

乙れらの流れから作られる(流れ) x (流れ)型相互作用に， K O 中間子と同じ S U(3)の変換性を

仮定すると，重粒子の非軽粒子的崩壊は，すべて， 3 個のパラメーターで記述され，定量的に実験と

よく一致する結果が得られる。非軽粒子的崩壊における興味ある結論の一つは，崩壊三了→nn+ は

純粋な波 P で起り，2:→+pπ。の崩壊においても， p波の方が S波より大きいということであるo
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「定まった Rパリティー」の仮定から許される流れを用いて， 軽粒子的崩壊を分析する。結果は

Cabibbo 理論よりも実験とよく一致することが示される。特lと ， À 粒子のベータ崩壊に対しては

V- 1. 1A，崩壊 g-→^+e-+ 長 に対しては V+ l. IA なる相互作用形式が得られる。我々の理

論においては， 27 次元表現の流れが主に擬ベクト jレ流にきいていることが分かる。 以上のととか

ら， Cabibbo の流れが，軽粒子的崩壊を泊明する唯一の流れではない乙とが結論される。

論文の審査結果の要旨

最近の素粒子物理学においては，多数の素粒子を群論的に分類する乙とが流行している。

群論的考察が有力なものであるととは，すでに原子物理学でもよく知られている。そこではもっぱ

ら回転群や置換群が利用され，原子内の軌道電子の分類に有効であった。

素粒子論で使われる群は S U(3) とよばれるもので，これは多くの実験事実の説明に好都合である。

乙れによると，例えば proton や neutron 等の買粒子と呼ばれるものは 8 種類あるが， これ等は

S U(3)群の 8 次元表示に対応する。このような群論的分類法をもとにして，素粒子の崩壊現象をしら

べるのが本論文の目的である。

ととろで重粒子の崩壊は 2 つに大別される。 1 つは崩壊後に軽粒子が発生するもので，もう 1 つは

軽粒子は発生しなくて，中間子が放出されるものである。軽粒子は他の素粒子と弱い相互作用しかし

ないので，放出された軒粒子を自由な粒子と考えても差しっかえないが，崩壊で放出される二次粒子

が Meson の仲間のときには，これは親の重粒子と強い作用をするから問題は複雑である O

leptonic-deca y とよばれる第 1 の崩壊過程は Cabibbo により詳しく研究されているが，第 2 の non

leptonic decay とよばれる崩壊過程に対しては，今のと乙ろほとんど定説がない。

横尾君の研究はとの第 2 のタイプの現象をしらべるのが主目的である。彼は Cabibbo の考えたノ\

ミ jレトニアンを拡張することをまず考えた口乙の拡張にあたって前にのべた群論的考察を指針とし

て，新しいハミノレトニアンを創った。これはわず、かに 3 佃のパラメーターをもつものであるが，それ

にもかかわらず多くの non leptonic decay の実験結果を説明した。彼はさらに同じ考え方を第 1 の

タイプ，つまり leptonic decay の場合にも応用した口その結果は， Cabibbo の理論で具合の悪かっ

た À-粒子のß-崩壊をも見事に説明することができた。

乙の横尾君の論文は，末開拓の弱い相互作用の研究上で，一つの貢献をするものといえる。理学博

士の学位論文としての価値があるものと認める。
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